
　詩とメルヘン絵本館開館 25 周年特別企画として、タイ在住のライター・編
集者・フォトグラファーの小河修子さんと、ノンフィクション作家の梯久美子
さんによるトークイベントを行いました。二人は昭和 60～ 61 年に、サンリオ
社員として『詩とメルヘン』編集部の同僚として働いており、今回のトークイ
ベントで約 20年ぶりの再会となりました。
　『詩とメルヘン』編集者の具体的な仕事内容を中心に、ともに駆け出しなが
ら先輩・小河さんと後輩・梯さんが、応募されてきた大量の詩の下読みをしたことや特集の企画に奮闘したエピソード、編
集長であったやなせたかし名誉館長の優しい人柄がうかがえる話、そして二人にとって『詩とメルヘン』編集者としての経
験が、現在の活動の原点となっていることなどが語られ、やなせの『詩とメルヘン』に込めた思いと、詩とメルヘン絵本館
が自身の原点を振り返り心の安らぐ美術館となっていることへの感謝で締めくくられました。
　トークイベントには『詩とメルヘン』ファンを中心に、埼玉県や千葉県からお越しの方も参加しており、会場は終始和や
かな雰囲気で、苦労話が披露された際には大きな笑いも起こるなど、盛会のうちに幕を閉じました。

会 場：詩とメルヘン絵本館

2023 年 8 月 11 日（金）

スペシャルトークイベントⅠ　小河修子さん×梯久美子さん
『詩とメルヘン』を振り返る～雑誌の裏側・編集～


